
瓢驚 No.826 人口と世帯 

平成6年度市制施行40周年 

―年生の、家族大すきシリーズ（i⑨（家族のことば 8ページ） 
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毎
号

と
じ

こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

1 月31日現在（ ）内は前回比、男23,786（一 8 ）女26,363 (+24） 計50 , 149 (+ 16）世帯17,048（十13) 

シンボルマーヲ

灰百J::i!t事1 議申基地826
1月31日現在 ( )内は前回比、男23，786(-8)女26， 363 ( + 24) 計50，149(十16)世帯17，048 ( + 13) 
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一年生の、家族大すきシリーズ⑬(家族のことば 8ページ)



1 位一猪突猛進（吾認擾覇菱胃 

囲） 

3位ースヌーピー（真番詔賃支店） 

2 位ースペースシャトル（東芝音 

今
年
は
雪
も
い
っ

ぱ

い
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
冬
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

五
所
川
原
市
観
光協
会

（
丸
海
老祐
造
会
長
）
主
催
の
、
第
ニ
十

五
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
冬
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
ニ
月
十
一
日
と
十
ニ
日

の
ニ
日
間
、菊
ケ
丘
水
郷
公
園
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
家

族
づ
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

親
子
探
検
宝
証

蛎

竺
 

「
お
い
録
瞥
ゲ
嘱
蔭
 

平成 7 年 3月ni 2 

算25回 ノ
・
 

夙
 

盛
 

ミニガマ（かまくら）コンテスト 

『
馴

す
ー
トだ
と
 

リ
ー
レ

ー
ス
 

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
 

第
四
回
 

暦
壮
マ
カ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
 

中
学
生
の
み紀
麓
き

靖
離
麟
熱
婦
 

「
大
き
な
タ
力
ラ
は
 

今
年
は
雪
も
い
っ。ま
い

ご
し
ょ
が
わ
ら
冬
フ
コ二

ス
テ
イ
バ
ル

五
所
川
原
市
観
光
協
会

(丸
海
老
祐
造
会
長
)
主
催
の
、
第
二
十

五
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
冬
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
二
月
十
一
日
と
十
二
日

の
二
日
問
、
菊
ヶ
丘
水
郷
公
園
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
家

族
づ
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

「
ぉ
必
告
が
つ
き
大
会

、.

・ー

ー

、1
1ノ
1
1
F
ノ

』

m

-

「
(
山
れ
が
シ
ュ

l
ト
だ
/
」

ク雪第
口上四
スマ回
力ウ
../ ../ 

トテ
リン
I J¥' 
レイ
lク
ス

輸J

. ・，

E同:;Rfll蚤a~~

「
大
き
な
タ
力
ラ
は

ー

ど
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か
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親
子
探
検
宝
さ
が
し
大
お
し

1位=猪突猛進(毒自足霊霊重量)
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中
学
生
の
み
こ
と
な

手
さ
ば
き

五
所
川
原
歌
淫

・
民
謡

手
掛
り
王
座
決
定
戦

-，!'.j，x 7 il. 3 ) J J J I 

2イ立=スペースシャトル(東芝音響(槻)

3位=スヌーピー(童書無謀支庖)



「
五
所

川
原
の
り
ん
ご

で
ケ
ッ

パ
レ

兵
庫

ノ
」
 

震
災
復
興
に
向
か
っ
て
 

り
ん
ご
ニ
百
箱
を
兵
庫
県
へ
 

市
で
は
二
月
七
日
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
被
災
者
激
励
の
た
め
、
 

兵
庫
県
へ
り
ん
ご
二
百
箱
（
ふ
じ
、
 

十
キ
ロ
入
り
）
を
贈
り
ま
し
た
。
 

り
ん
ご
は
、
神
戸
市
灘
区
内
の

四
か
所
（
松
陰
大
学
会
館
、
環
境

局
灘
事
業
所
、デ
ィ
ホ
ー
ム
六
甲
、
 

鳥
帽
子
中
学
校
）
の
避
難
所
の
他
、
 

灘
保
健
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
 

プ
の
協
力
に
よ
り
、
物
資
の
行
き

渡
ら
な
い
小
さ
な
避
難
所
に
も
届

け
ら
れ
、
甘
く
て
さ
わ
や
か
な
味

が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
を
元
気
づ

け
ま
し
た
。
 

市
役
所
を
出
発
す
る
 

り
ん
ご

輸
送
ト

ラ
ッ
ク
 

コ
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真
心
の
義
援
金
、

ど
う
も
 

あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
 

一
 
市
で
は
、
三
陸
は
る
か
沖
地
震
と
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者

一

一
 の
方
々
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
に
義
援
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ー
 

ー
 て
い
ま
し
た
が
、
二
月
十
五
日
現
在
で
三
十
四
万
五
百
四
十
一
円
の
 
一

一
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、八
戸
市
へ
五
万
円
、
一

一
兵
庫
県
へ
二
十
九
万
五
百
四
十
一
円
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
きま
し
た
。
一

一
 
皆
様
の
温
か
い
善
意
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ

一

一
れ
た
方
々
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
 

一
 

r
"
"
'
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一
 

叫
 
句
 

津
軽
鉄
道
 
水
車
吟
社
 

津
軽
路
や
岩
木
の
全
容
明
の
春
 

内
山
 
涛
村
 

初
春
を
い
さ
さ
か
飾
り
薬
指
 

対
馬
 
障
子
 

初
春
の
賑
わ
い
門
よ
り
満
ち
に
け
 

り
 
三

和
 
千
可
 

豊
年
や
三
つ
重
ね
の
供
え
餅
 

大
屋
久
美
子
 

初
春
や
孫
の
抱
き
方
む
ず
か
し
き
 

工
藤
 
仙
峯
 

初
春
や
出
稼
村
に
凧
う
な
る
 

小
野
 
雪
村
 

初
春
や
職
は
た
め
く
村
社
 

坂
田
 
雑
人
 

帰
り
花
咲
く
度
毎
に
話
題
よ
び
 

高
橋
 
鉄
輪
 

新
春
の
我
家
の
水
の
う
ま
さ
か
な
 

敦
賀
 
栢
村
 

初
春
や
嬰
子
し
か
と
乳
房
吸
う
 

1
11和 
算
村
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平成7年3月1日 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

☆
会
員
の
資
格
更
新
の
お
知
ら
せ
 

会
員
と
し
て
の
資
格
は
、
三
月
三
十
一
日
でな
く
な
り
ま
す
の
で
、
更
 

新
さ
れ
る
方
は
、
三
月
二
十
一
百
（
水）
から
事
務
局
で
受
付
致
し
ま
す
。
 

年
会
費
一
、〇
〇
〇
円
を
ご
持
参
の
上
、平
成
七
年
度
会
員
と
し
て
の
手
 

続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

☆
新
会
員
募
集
 

六
十
歳
以
上
で
現
在
市
内
に
在
住
し
て
い
て
、
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
か
ら
 

働
き
た
い
と
い
う
方
。
 

年
会
費
一
、〇
〇
〇
円
と
写
真
、
通
帳

（
本
人名
義
、郵
便
局
）
を
ご
持
 

参
の
上
、
事
務
局
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。
 

、市
福
祉
事
務
所
一一
階
 廿
三
四
 
八
八
四
四
）
 

曾
意
の
花
か
ご

ロ

ー
ど
つ
も
あり
が
と
2
」
ざい
ま
す
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
飛
島
け
い
さ
ん
（
旭
町
七
一
）
廿
五
十
万
円
。
 

⑨
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
笹
昭
夫
さ
ん
（
松
島
町
ニ
ー
八
〇
）
廿
十
万
円
。
 

〇
古
村
依
子
さ
ん
（
栄
小
学
校
三
年
、
み
ど
り
町
一
ー
八
）
廿
五
千
円
。
 

会員慰安旅行 

市庁舎周辺のゴミ拾い奉仕活動 

市
役
所
を
出
発
す
る

り
ん
ご
輸
送
ト
ラ
ッ
ク

市
で
は
二
月
七
日
、
阪
神

・
淡

路
大
震
災
の
被
災
者
激
励
の
た
め
、

兵
庫
県
へ
り
ん
ご
二
百
箱
(
ふ
じ
、

ト
キ
ロ
人
り
)
を
贈
り
ま
し
た
。

り
ん
ご
は
、
神
戸
市
灘
区
内
の

四
か
所
(
松
陰
大
学
会
館
、
環
境

局
灘
事
業
所
、
デ
ィ
ホ
l
ム
六
甲
、

烏
開
子
中
学
校
)
の
避
難
所
の
他
、

灘
保
健
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
協
力
に
よ
り
、
物
資
の
行
き

渡
ら
な
い
小
さ
な
避
難
所
に
も
届

け
ら
れ
、
甘
く
て
さ
わ
や
か
な
昧

が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
を
元
気
づ

け
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

古
会
員
の
資
格
更
新
の
お
知
ら
せ

会
員
と
し
て
の
資
格
は
、
三
月
三
十

一
日
で
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
更

新
さ
れ
る
方
は
、

三
月
二
十
二
日
(水
)
か
ら
事
務
局
で
受
付
致
し
ま
す
。

年
会
費
て

0
0
0円
を
ご
侍
参
の
上
、平
成
七
年
度
会
員
と
し
て
の
手

続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

合
新
会
員
募
集

十
ハ
ト
歳
以
と
で
現
在
市
内
に
在
住
し
て
い
て
、
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
か
ら

働
き
た
い
と
い
う
方
。

年
会
費
て

0
0
0円
と
写
真
、
通
帳

(本
人
名
義
、
郵
便
局
)
を
ご
持

参
の
上
、
事
務
局
ま
で
お
い
で
ド
さ
い
。

(市
福
祉
事
務
所
二
階

善
意
の
花
か
ご

霊堂

四

i¥ 
i¥ 
四
四

市庁舎周辺のゴミ拾い奉仕活動

ー

と
う
も
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す

@
社
会
福
祉
協
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会
へ

O
飛
島
け
い
さ
ん

(胞
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二

日
五
十
万
円
。

@
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ

O
笹
昭
夫
さ
ん

(松
島
町
二
|
八

O
)
H
十
万
円
。

O
古
村
依
子
さ
ん

(栄
小
学
校
三
年
、
み
ど
り
町

一
|
八
)
H

五
千
円
。

望巳

日記

津
軽
鉄
道

水
車
吟
社

津
軽
E各
ふや
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木ま
σ〉
全
内 容
はJI'!月
。コ
涛春
村ー

初
春
を
い
さ
さ
か
飾
り
薬
指

対

馬

嘩

子

初
春
の
賑
わ
い
門
よ
り
満
ち
に
け

三
和

千
寄

り豊
年
や
三
つ
重
ね
の
供
え
餅

大
屋
久
美
子

初
春
や
孫
の
抱
き
方
む
ず
か
し
き

工
藤

仙
峯

初
春
や
出
稼
村
に
凧
う
な
る

い
い
辛
J

串
=
ヨ
↓
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ぺ
閉
エ

雪
一=L
f

初
春
や
峨
は
た
め
く
村
社
坂
田

幸佳
人

帰
り
花
咲
く
度
毎
に
話
題
よ
び

高

橋

鉄

輪

新
春
の
我
家
の
水
の
う
ま
さ
か
な

敦

賀

柑

村

平成 7~ド 3 月 1 n 

初
春
や
嬰
子
し
か
と
乳
房
吸
う

三
和

室
村

3
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平成 7年3月1日 

市
史
編
纂
だ
よ
り

⑩
 

『
北

津

軽
郡

報

』
か
ら
 

近
・
現
代
部
会
 
竹
 
村
 

俊
 
哉
 

五
所
川
原
市
浅
井
の
工
藤
家
文

書
の
中
に
は
、
大
正
時
代
の
『
北

津
軽
郡
報
』
の
実
物
が
数
冊
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
北
津
軽
郡
役

所
が
毎
月
一
回
二
十
五
日
に
発
行

し
た
広
報
紙
で
あ
る
。
そ
の
内
容

は
、
前
月
の
町
村
税
納
入
成
績
、
 

各
小
学
校
の
出
席
歩
合
比
べ
、
郡

役
所
の
人
事
、
郡
告
示
、
郡
農
会

や
青
年
団
に
関
す
る
事
等
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
又
、
住
民
へ
の
啓

蒙
を
目
的
と
し
た
記
事
も
見
受
け

ら
れ
、
当
時
の
世
相
を
垣
間
見
る

好
材
料
で
も
あ
る
。
 

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
大
正
九

年
十
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
 
「社

会
奉
仕
」
と
い
う
記
事
を
紹
介
し
、
 

現
在
さ
か
ん
に
そ
の
必
要
性
が
叫

ば
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動

で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
の
社
会
奉

仕
の
特
徴
を
見
て
み
た
いと
思
う
。
 

社
会
奉
仕
 

「社
会
奉
仕
」
ー
 
れ
の
発
明
 

し
た
字
句
か
知
ら
ん
が
、
大
層
気
 
 

持
ち
の
よ
い
言
葉
だ
。
実
に
今
日

以
降
、
こ
の
社
会
奉
仕
と
い
ふ
事

が
重
大
な
る
意
義
を
持
っ
て
居
る

の
で
あ
る
。
こ
の
心
な
く
し
て
は

個
人
的
に
も
社
会
的
に
も
国
家
的

に
も
其
の
存
在
の
価
値
な
し
と
い

ふ
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
 

ど
う
か
し
て
此
の
社
会
奉
仕
と

い
ふ
事
を
盛
ん
に
し
た
い
も
の
で

あ
る
。
 

最
近
本
郡
で
調
査
し
た
社
会
奉

仕
に
関
す
る
事
項
中
二
、
二
参
考

迄
に
左
に
掲
記
し
て
見
る
。
之
れ

に
依
っ
て
斯
種
事
業
の
皿
（
る
一助

と
も
成
り
得
ば
、
誠
に
仕
合
せ
な

こ
と
で
あ
る
。
 

一
、
社
会
奉
仕
事
業
 

m
、
学
校
に
於
て
行
ひ
た
る
社

会
奉
仕
事
業
 

一
、
神
社
に
記
念
樹
を
植
付
 

た
る
も
の
 

一
〇

一
、
神
社
境
内
を
掃
除
せ
る
 

も
の
 
一

五

一
、
校
庭
に
記
念
樹
を
植
付
 

た
る
も
の
 

三
 

一
、
路
上
の
危
険
物
を
除
去

し
て
愛
路
の
念
を
養
成

し
公
衆
の
為
め
を
計
れ

る
も
の
 
五
 

一
、
招
魂
碑
神
社
に
参
拝
し

記
念
樹
を
植
付
た
る
も

の
 

一
一
 

一
、
記
念
樹
の
手
入
を
為
せ

る
も
の
 
一
 

一
、
女
児
を
し
て
登
校
前
墓

参
掃
除
せ
し
め
た
る
も

の
 

一
 

同
、
処
女
会
2
於
て
行
ひ
た
る

社
会
奉
仕
事
業
 

一
、
神
社
に
記
念
樹
を
植
付

た
る
も
の
 

三
 

一
、
神
社
の
境
内
を
掃
除
せ

る
も
の
 

三
 

一
、
八
十
才
以
上
の
老
年
者

に
対
し
慰
安
会
を
催
し
、
 

敬
老
の
精
神
を
養
成
し

老
年
者
を
慰
安
せ
る
も

の
 

一
 

同
、
青
年
団
に
て
行
ひ
た
る
社

会
奉
仕
事
業
 

一
、
神
社
に
記
念
樹
を
植
付

た
る
も
の
 
六

一
、
神
社
の
境
内
を
掃
除
せ

る
も
の
 
六

一
、
校
庭
に
記
念
樹
を
植
付

た
る
も
の
（
在
郷
軍
人

共
同
）
 

一
、
道
路
の
危
険
物
を
除
去

し
、
又
修
繕
を
な
し
公

衆
の
為
め
を
計
れ
る
も

の
 

一

同
、
其
他
特
に
行
ひ
た
る
青
年

団
社
会
奉
仕
事
業
 

1
、
五
所
川
原
青
年
団
に
て

は
、
五
所
川
原
町
及
近
村

に
多
大
の
功
労
あ
り
し
毛

内
治
兵
衛
翁
の
碑
、
毛
内

林
に
倒
れ
て
顧
み
る
者
無

き
を
遺
憾
と
し
、
男
子
部

女
子
部
両
小
学
校
と
共
同

の
上
建
て
な
を
し
、
交
互
 

“
て
ば
．く
ビ‘
エー
が
あ
‘
。
 

一
《
‘血
ゃ
．ひ
雪の
入
つn
●
セ叩
 

‘
位
ひ
恨
．ひ
の
りい
ー
は
リか
み
‘
。
 

農
ら打
つ
て
‘叩
い
て‘
●
ら〉
い
‘
の
 

．
かり
い
‘の
。
 

敏
‘．
かせ
た
い
昇め
に
打つ
の
で
‘
 

?

‘
し
，叫
ら
し叱
い
昇●
 
叩‘
の
で
 

"

‘
が
，“

．
・セ
加へ
れば
【
鶴

に
し
《が
立
隈？
,

，
見
昂
り
●ビ
？
つ

て
，は
（
て
車‘
雄
ー
り‘
高の
奉
冒
が
 

，
需」
盲白
い
の
で●
‘
。
 

．
》は
吐て
靖窃
を
」っ
曲
で
‘
なリ

れ
ば
x

層
で
‘し
い
。●
葛
が是
れ
に
俄

つ
て
r

ん
？蓄
に
め
‘
か」
，”
じ
岡
 

．
‘
しリ
‘て
‘よ
かろ
ょ
。祈
し叉
其

膚
に
いよ
」
い
は
《
n

味
ひ
が
め“
の

で
，何
か
し
ら●
名
の
韓が
再●
同人
の

耳
に
．す
“
又
”
層
の
吐
じ●島
す
の

で
“
。
露
，
に
い
へ
ば
車
欧じ
嘱h
、
 

に
附
近
の
掃
除
を
行
ふ
事

に
決
せ
り
 

2
、
金
木
青
年
団
に
て
は
、
 

社
会
奉
仕
事
業
と
し
て
毎

月
一
日
早
朝
産
土
宮
及
菩

提
寺
に
参
拝
し
、
其
境
内

を
掃
除
す
る
こ
と
に
決
せ
 

n
/
 

3
、
栄
村
に
て
は
社
会
奉
仕

事
業
と
し
て
一
戸
に
つ
き

金
拾
銭
以
上
を
必
ず
貯
金

す
る
こ
と
、
及
祝
事
仏
事

等
に
於
け
る
悪
風
を
矯
正

す
る
こ
と
に
決
定
せ
り
 

4
、
長
橋
村
に
て
は
福
山
青

年
団
を
し
て
福
山
墓
地
、
 

夜
学
会
場
等
の
雪
囲
を
な

さ
し
め
た
り
 

二
、
其
他
の
記
念
事
業
 

団
、
田
川
小
学
校
に
て
は
同
窓

会
文
庫
に
対
し
広
く
社
会

人
士
に
就
き
古
書
籍
の
寄

附
を
乞
ふ
計
画
中
な
り
 

（
後
略）
 

ご
覧
の
と
お
り
、
い
ず
れ
の
活

動
主
体
に
お
い
て
も
、
神
社
へ
の

奉
仕
が
多
い
こ
と
に
、
こ
の
時
代

の
国
体
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て

興
味
深
い
と
思
う
。
 

,
 

r
 

市
史
編
纂
だ
よ
り

⑮

『
北
津
軽
郡
報
』

近
・
現
代
部
会

五
所
川
原
市
浅
井
の
工
雌
家
文

書
の
中
に
は
、
大
正
時
代
の

『北

津
蛙
郡
山
柑
』
の
実
物
が
数
冊
合
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
北
法
軽
郡
役

所
が
毎
日

一
一川
二
卜
五
日
に
発
行

し
た
広
報
紙
で
あ
る
。
そ
の
内
容

は
、
前
月
の
町
村
税
納
入
成
績
、

各
小
学
校
の
山
席
歩
合
比
べ
、
郡

役
所
の
人
予
、
部
告
示
、
郡
山
岡
会

や
青
年
団
に
関
す
る
事
等
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
又
、
住
民
へ
の
啓

蒙
を
目
的
と
し
た
記
事
も
見
受
け

ら
れ
、
当
時
の
世
相
を
垣
間
見
る

好
材
料
で
も
あ
る
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
大
正
九

年
卜
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
社

会
奉
仕
」
と
い
う
記
事
を
紹
介
し
、

現
在
さ
か
ん
に
そ
の
必
要
性
が
叫

ば
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
の
社
会
奉

仕
の
持
徴
を
見
て
み
た
い
と
思
う
。

社
会
奉
仕

「
社
会
奉
仕
」
|
誰
れ
の
発
明

し
た
字
句
か
知
ら
ん
が
、
大
層
気

持
ち
の
よ
い
言
葉
だ
。
実
に
A
7
円

以
降
、
こ
の
社
会
奉
仕
と
い
ふ
事

が
重
大
な
る
怠
義
を
侍

っ
て
居
る

の
で
あ
る
。
こ
の
心
な
く
し
て
は

個
人
的
に
も
社
会
的
に
も
国
家
的

に
も
其
の
存
在
の
価
値
な
し
と
い

ふ
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

ど
う
か
し
て
此
の
社
会
奉
仕
と

い
ふ
慌
を
盛
ん
に
し
た
い
も
の
で

あ
る
。

最
近
本
部
で
調
査
し
た
社
会
奉

仕
に
閲
す
る
事
項
中
、

一
、
二
参
考

迄
に
左
に
掲
記
し
て
兄
る
。
之
れ

に
依

っ
て
斯
種
事
業
の
興
る

一
助

と
も
成
り
得
ば
、
誠
に
仕
合
せ
な

こ
と
で
あ
る
。

一
、
社
会
奉
仕
事
業

川
、
学
校
に
於
て
行
ひ
た
る
社

会
奉
仕
事
業

一
、
神
社
に
記
念
樹
を
植
付

た
る
も
の

一
O

て

神
社
境
内
を
掃
除
せ
る

も
の

一
五

一
、
校
庭
に
記
念
樹
を
植
付

た
る
も
の

二

竹か
村

ら
イ愛

哉

一
、
路
上
の
危
険
物
を
除
去

し
て
愛
路
の
念
を
養
成

し
公
衆
の
為
め
を
計
れ

る
も
の

五

一
、
招
魂
碑
神
社
に
参
拝
し

記
念
樹
を
植
付
た
る
も

の

二

て

記

念
樹
の
手
入
を
為
せ

る
も
の

一

て

女

児
を
し
て
登
校
前
墓

参
掃
除
せ
し
め
た
る
も

の

一

同
、
処
女
会
に
於
で
行
ひ
た
る

社
会
奉
仕
事
業

一
、
神
社
に
記
念
樹
を
植
付

た
る
も
の

三

て

神
社
の
境
内
を
掃
除
せ

る

も

の

三

て

八
十
才
以
上
の
老
年
者

に
対
し
慰
安
会
を
催
し
、

敬
老
の
精
神
を
養
成
し

老
年
者
を
慰
安
せ
る
も

の

一

川
、
青
年
団
に
て
行
ひ
た
る
社

会
奉
仕
事
業

一
、
神
社
に
記
念
樹
を
植
付

た

る

も

の

六

て

神
社
の
境
内
を
掃
除
せ

る

も

の

六

一
、
校
庭
に
記
念
樹
を
植
付

た
る
も
の

(在
郷
軍
人

共
同
)

て

道

路
の
危
険
物
を
除
去

し
、
又
修
繕
を
な
し
公

衆
の
為
め
を
計
れ
る
も

の

一

同
、
其
他
特
に
行
ひ
た
る
青
年

団
社
会
奉
仕
事
業

1
、
五
所
川
原
青
年
団
に
で

は
、
五
所
川
原
町
及
近
村

に
多
大
の
功
労
あ
り
し
毛

内
治
兵
衛
翁
の
碑
、
毛
内

林
に
倒
れ
て
顧
み
る
者
無

き
を
遺
憾
と
し
、
男
子
部

女
子
部
両
小
学
校
と
共
同

の
上
建
て
な
を
し
、
交
互

榊湖上!!

説
者

の
前官

一

打
て
ば
.
《
e

t
--

e
MV
ふ
る
@

「

眠
れ

A
齢
別

ゃ

.
0
留
の
λ
q
u
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h官
叩

一
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他

υ偏
向

U
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e
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の
じ
何
つ
の
で
2

・

一

信
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‘
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鳴
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に
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《
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で

一

‘
ι
V
L
M
V
・

a
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-聞
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令
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へ
此
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日
間

一

に
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れ
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2
am
u
-
o
見
順
位
n
e
h唱
A
Y
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th
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h:尽
の
m
叩
寓
MV
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命
需
に
舗
“
hv
ゆ
で
ゐ
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・

一

m隙
“
思

τ・属
病
』
Z
M
つ
姐
を
且
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-

れ
は
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U
1
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a
uvEれ
じ
銃

一
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A
U
μ
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t
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閑
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u
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τ‘
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ん
ム
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併
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X
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じ
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b
i
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』
‘
は
れ
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O
が
め
る
‘
の

一

で
・
"
か
し
ら
・
・引
の
-q
M
V
肘
&H
M
入
の
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x-晦喝
4
・
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又
制
向
の
暖
じ
hz
怨

eの
一

で
b
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.a-刊
に
ヤ

ヘ
ば
aa
--仁
楢
柄
拘
抱

一

に
附
近
の
掃
除
を
行
ふ
事

に
決
せ
り

2
、
金
木
青
年
団
に
で
は
、

社
会
奉
仕
事
業
と
し
て
毎

月

一
日
早
朝
産
土
宮
及
菩

提
寺
に
参
持
し
、
其
境
内

を
掃
除
す
る
こ
と
に
決
せ

り
3
、
栄
村
に
て
は
社
会
奉
仕

事
業
と
し
て

二
戸
に
つ
き

金
拾
銭
以
上
を
必
ず
貯
金

す
る
こ
と
、
及
祝
事
仏
事

等
に
於
け
る
悪
風
を
矯
正

す
る
こ
と
に
決
定
せ
り

4
、
長
橋
村
に
て
は
福
山
青

年
団
を
し
て
福
山
墓
地
、

夜
学
会
場
等
の
雪
囲
を
な

さ
し
め
た
り

二
、
其
他
の
記
念
事
業

州
、
田
川
小
学
校
に
て
は
同
窓

会
文
庫
に
対
し
広
く
社
会

人
士
に
就
き
古
書
籍
の
寄

附
を
乞
ふ
計
画
中
な
り

(後
略
)

ご
覧
の
と
お
り
、
い
ず
れ
の
活

動
主
体
に
お
い
て
も
、
神
社
へ
の

奉
仕
が
多
い
こ
と
に
、
こ
の
時
代

の
国
体
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て

興
味
深
い
と
思
う
。
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「
 

「
h
ー
目
ジ
rエ
力

a
（し
 

ー
ー

ほ
」
Jク
」一
司
み
本
て」
 

市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
の

「
中
学生
・
教
育
関
係
者
友
好

親
善
訪
中
団
」
で
、
市
内
の
中
学
生
六
名
が
日
中
友
好
親
善
の
交
流

を
深
め
帰
国
し
ま
し
た
の
で
、感
想
文
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
 

中
学
生
・
友
好
親
善
訪
中
感
想
文
④
 

五
四
中
三
年
 

竹
 
林
 
尚
 
美
 

私
は
北
京
で
観
た
京
劇
が
と
て
 
粧
か
ら

感
情
、
声
の
大
小
な
ど
か

も
気
に
入
り
ま
し
た
。
役
者
の
化
 
ら

劇
の
内
容
な
ど
、
読
み
と
る
事
 

が
出
来
ま
し
た
。
 

西
安
で
は
見
学
場
所

の
中
で
特
に
印
象
に
残

っ
た
の
が
、
兵
馬
桶
坑

博
物
館
と
華
清
池
で
し
 

賞
 
た
o
兵
馬
桶
坑
で
は
秦
 

観
 
の
始
皇
帝
に
関
係
の
あ
 

劇
 
る
人
々
が
、
は
に
わ
で

土
の
中
か
ら
遺
跡
の
形
 

京
 
で
出
て
き
た
も
の
で
す
o
 

何
百
体
も
あ
る
は
に
わ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
顔
や
服

装
が
違
う
の
で
す
。
永

い
間
土
の
中
に
埋
ま
っ
 

本
円
で
約
十
二
円
）
で
売
っ
て
い

た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
更
に
驚
い

た
の
は
河
の
広
さ
で
す
。
何
百
メ
 

ー
ト
ル
と
い
う
河
幅
を
も
「
河
を

私
は
初
め
て
見
ま
し
た
。
河
か
ら
 

て
い
た
た
め
、
首
が
な
か
っ
た
り
、
 

服
の
部
分
が
欠
け
た
り
し
た
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
 

華
清
池
は
楊
貴
妃
の
浴
場
だ
「
 

た
そ
う
で
す
。
と
て
も
広
か
っ
た

の
で
、
何
人
も
交
代
で
入
っ
て
い

た
の
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
楊
貴
妃

専
用
だ
と
聞
い
て
と
て
も
驚
き
ま

し
た
。
 

次
は
上
海
に
向
か
い
ま
し
た
。
 

夜
八
時
だ
と
い
う
の
に
、
日
本
の

午
後
三
時
か
四
時
の
よ
う
な
明
る

さ
で
、
タ
食
を
食
べ
る
、
と
い
う

感
覚
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

そ
の
タ
食
の
帰
り
に
露
店
を
ふ
と

覗
く
と
ガす
い
か
ガ
が約
一
元
（
日
 

見
た
上
海
の
街
は
、
西
洋
風
の
白
一

い
建
物
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
を
 
一

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
 
・

旅
行
で
私
は
い
ろ
い
ろ
な
事
を
た

ー
 

く
さ
ん
覚
え
て
き
ま
し
た
。
 

一

ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
行
「
て

み
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

ウオーター・トレーニング講習会 

期日 	，l月12Il(H) ！白ifj 9 時30分～12時

場所 スポーツアカデミー五所川原 

五所川原市米田字jl、ッ橋 1 雪35 - 0321 

費用 1人1,000円（資半＋・プーノレ使用半斗含む） 

対象 小・中・高等学1交部活動指導者、体育科

教諭、地域スポーツ愛好者、高校生、学生等

講師 Is'セルゲイ・ブブカスポーツクラブ

日本代表 山崎 国昭氏（日本体育大学卒） 

講習内容 〇安全で故障がない正しい効果のあ

る各種トレーニング 〇水中での各種運動並び

に各種トレーニング 〇リハビリテーションと

して（1)ウォーター・ トレーニング 

申し込み締め切り 3月 6 日（月） （先着50名） 

⑥当日は、 「水着・スイムキャップ・バスタオ

ル・筆記用具」を持参ください。 

参加申し込み及び問い合わせ先 

五所川原市大町36 - 3 エ藤歯科医院 宛

五所川原市陸上競技協会 客34 - 8883 

5 平成 7 年 3月 1日 

第 7回 

スポーツ医事相談室の開設 
スポーツ選手や愛好者で、 スポーツ障害や健 

康管理についてスポーツドクターの指導助言を 

受けたい方のために、 次のとおり、第 7 回スポ 

ーソ医事相言炎室を開設しますのでお気軽にご利 

用くノビさレ、。 

☆ 日 時 3月23日（木）・ 3月30日（木） 

午後 3時～5H寺 

☆ 場 所 市保健センター（市働く婦人の家） 

☆ 主 催 市教育委員会・市体育協会 

北五医師会 

☆ 主 管 市教育委員会 

☆ 申し込み先 市教育委員会生涯スポーツ課内 

" 35 - 2111 内線248 

☆ 申し込み締め切り 3月20日（月） 

☆ その州1 l）相影糾斗は無料一です。 

9）事務局に申し込み用紙がありますの 

でご記入のうえ提出してください。 

, 

中
学
生

-
友
好
親
善
訪
中
感
想
文
④

市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
の

「中
学
生
・
教
育
関
係
者
友
好

親
善
訪
中
団
」
で
、

市
内
の
中
学
生
六
名
が
日
中
友
好
親
善
の
交
流

を
深
め
帰
国
し
ま
し
た
の
で
、
感
想
文
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

「
中
国
を
訪
ね
て
」

杭
か
ら
感
情
、
戸
の
大
小
な
ど
か

ら
劇
の
内
符
な
ど
、
読
み
と
る
事

が
山
来
ま
し
た
。

阿
安
で
は
凡
学
場
所

の
巾
で
特
に
印
象
に
残

っ
た
の
が
、
兵
馬
侃
坑

凶
物
館
と
華
山
川
池
で
し

た
。
兵
馬
伺
坑
で
は
案

の
始
皇
帝
に
関
係
の
あ

る
人
々
が
、
は
に
わ
で

土
の
中
か
ら
遺
跡
の
形

で
山
て
き
た
も
の
で
す
。

何
百
体
も
あ
る
は
に
わ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
顔
や
服

装
が
違
う
の
で
す
。
永

い
川
七
の
中
に
地
ま

つ

私
は
北
ボ
で
観
た
ボ
劇
が
と
て

も
気
に
入
り
ま
し
た
。
役
者
の
化

竹自
林孝

尚

美

，世会

E竜観彦IJ泉

て
い
た
た
め
、
首
が
な
か
っ
た
り
、

服
の
部
分
が
欠
け
た
り
し
た
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

華
清
池
は
楊
首
妃
の
桝
場
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
と
て
も
広
か
っ
た

の
で
、
何
人
も
交
代
で
入
っ
て
い

た
の
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
楊
貴
妃

専
用
だ
と
聞
い
て
と
て
も
驚
き
ま

し
た
。次
は
上
海
に
向
か
い
ま
し
た
。

夜
八
時
だ
と
い
う
の
に
、
円
本
の

午
後
三
時
か
四
時
の
よ
う
な
明
る

さ
で
、
夕
食
を
食
べ
る
、
と
い
う

感
党
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
夕
食
の
帰
り
に
露
居
を
ふ
と

覗
く
と
μ
す
い
か
μ
が
約

一
元

(
円

本
円
で
約
十
二
円
)
で
売
っ
て
い

た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
更
に
驚
い

た
の
は
川
の
広
さ
で
す
。

何
百
メ

ー
ト
ル
と
い
う
河
幅
を
も
っ
河
を

私
は
初
め
て
見
ま
し
た
。

河
か
ら

見
た
上
海
の
街
は
、
西
洋
風
の
白

い
建
物
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
を

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
今
凶
の

旅
行
で
私
は
い
ろ
い
ろ
な
事
を
た

く
さ
ん
党
与
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
行
っ
て

み
た
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

「第7回 l

」スポーツ医事相談室の開設」
スポーツ選手や愛好者で、スポーツ障害や健

康竹埋についてスポーツドクターの指導助言 を

受けたい万のために、次のとおり、第 71百|スホ

ーツ医'J下相 談室を開設しますのでお気軽にご平Ij

片1く7ささ u、。
カ 日時 3FJ 2311 (木). 3月301寸(木)

午後 3 11与'~5 11寺

市保健センター(市働く婦人の家)

市教育委員会 ・市体育協会

北五医師会

会 主管 市教育委員会

女 申し込み先 市教育委員会生源スポーツ課内

宮 35-2111 内線248

カ 申し込み締め切り 3月 20円 UJ)

女 その他 1)キ11談料は無料です。

2)事務局に111し込み用紙がありますの

でご記入のうえ挺出 してください。

会 場所

女 主催

トレーニング講習会|
3月12t=I (同) 午前 9n寺30分~12時

スポーツアカデミ一五所)II}京

五所川原市米間字八ッ柵 1 835 -0321 

費用 1人 1，000円(資料 ・プーノレ使用料含む)

対象 小 ・中 ・高等学校部活動指導者、体育科

教論、地域スポーツ愛好者、高校生、学生等

講師 1 S 1セノレゲイ ・ブブカスポーツクラブ

打木代表 山崎同町氏(FI本体育大学卒)

講習内容 o安全で故障がない正しい効朱のあ

る各極トレーニング Oノ'Krj'で、の各種運動説び

に各種トレーニング 0 リハビリテーションと

してのウォーター ・ トレーニング

申し込み締め切り 3月 6il()J) (先詐50:1"，)

@ 当 11は、「ノk許 ・スイムキャップ ・パスタオ

/レ ・治記丹1具」を持参ください。

参加申し込み及び問い合わせ先

五所川原市大IHT36-3 _r_藤歯科医院

百万T川原市陸上競技協会 宮 34-8883 
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交通事故概況 に概況 (ii:2腎錆現在） 
五所川原市交通安全対策協議会 

社会人研修講座 1 

社会人としての基礎知識が 

あなたを輝かせますノ 
対象〇今春学校を卒業し、社会人となられる方 

〇現在社会人として活躍されている方 

日時 3 月 8 日（水） zF前 9時～午後 4日寺30分 

3 月 9 日（木） 午前 9時～午後1日寺45分 

（午後2時より地元就職者激励大会） 

会場 五松苑 4階（五所川原市本町33) 
定員 50名 （定員て孫帝め切り） 

受講料 2,000円 （ラニキス ト、昼食代） 

申し込み締め切り 3月 6 日（月）（受講料を添えて） 

申し込jzメ先 五所川原市岩木町12 

五所川原商工会議所 ”0173 - 35 - 2121 

主催 五所川原商工会議所・中小企業相談所 

後援 五所川原市勤労青少年ホーム 

ユーザー協会五j折川原支部 

軽自動車（四輪車）の名義変更ーコ 

	廃車手続きはお早めに！」 
軽自動車の住所変更、名義変更、廃車の手続

きはお済みでし上うか？ 

1列年 3月は、窓口業務の繁忙期になります。 

特に中旬以降は大変混雑し待ち時間も長くな

ります。それよりは待ち時間が少ない 3月中旬

までに済ませるようにしましょう。 

スーパードラッグアサヒ柏店
増床計画の地元説明会を行います。 
日時 平成 7年 3月 9 日（木）午後 2日寺 

」易戸！斤 五所Jリ原市岩木町12 

産経会館 5階 大会議室 

対象者 五所川原市内で営業されている、 

中ノ」、ノ」、売業者並びに一舟牙肖費者 

なら、どなたでもご出席できます。 

説明者 有限会社 横浜フアーマシー 

※出席申し込みは不要です。 

問い合わせ スーパードラッグアサヒ柏店

松山まーこ二 雪0173-25-2711 

交通安全は家庭から 

県 内 五所川原警察署管内鷲 
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( ）内は前年 

見てるだろう止まるだろう人に頼るな自分の安全― 

平成 7年度市・県民税申告相談日程表 

地区 月 	日 曜
  

対 象 区 域 時 間 相談会場 

毘
沙
門
  

n
く
。
 
ハ
‘。
  

.
 
.
 

1
2
  

水
木
 

毘沙門 
長富 

9 1 2O--- 
15: 00 

毘沙世ト長晶

コ ミ ュニテ 

イセンター 

長
 
橋
  

3・3 
3・6 
3・7 

金
月
火
 

・

木
 
福
 
山

野
戸
浅
 
里
沢

井
 
豊
松

神
 
成
野
山
 

 

9 : 20- 
15 : 00 

コミュニテイ
センター長橋 

本
 

庁
  

3・8 

3 ・ 9 

3・10 

3・13 

3・14 

3 ・15 

水
 

木
 
金
 

月
 
火
 

水
 

寺町・川端町・小曲 
・長橋橋元・新宮町 
・新宮岡田・新宮松 
元 

新町‘柳町・栄町・
田町・八重菊‘不魚
住・錦町・下平井町
幾世森・柏原町・鎌
谷町・一ッ谷・鳥森 
・下り枝・弥生町‘ 
布屋町・幾島町
末広町‘上平井町・
中平井町・元町・
旭町・雛田・敷島
町・蘇鉄 
岩木町・芭蕉・東町 
・本町・大町・田川 
・若葉・平和町・蓮 
沼 
松島町・湊・湊団地 

9 : 00- 
15 : 00 

旧市民文化
会館大ホー 
ル前ロビー 

中高年齢労働者等受講奨励金制度 

@)40歳以上に、国が半額」応援します。 

制度の概要 在職中の中高年齢ダ打動者一が、 自己

啓発等のためダ-4 動大臣指定の通信教育などを受

講・修了した場合、その入学料や受講料一の半額

を月加戎する制度です。 

奨励金受給対象者（以下の全てに該当） 

(1）受講開始日に、 40歳以上の雇用保険被保険

者（雇用保険加入者）の方 

(2）労働大臣指定の通信講座などを受講し、修

了した方 

(3）自分で入学料・受講，斗を負担した方

支給対象となる通信講座 医療事務・危険物取

扱者・行」攻書士・簿記・宅地建物取引主任者・

建築士・調理士・ボイラー技士・販売士・社会

保険労務士・旅行業務主任者・税理士・賞状技

法‘衛生管理者・士:1-!り家屋調査士・造園施工管

理技士など糸勺60種類、1,400講座があります。 

奨励金支給額 入学料・受講料の合計額の半額 

（但一し、 10万円が限度）を助J戎します。 申請は

修了日から1か月」らよ内です。 

受給手続き ！必要書類を添えて、来所または、 

郵送してください。 （必要書類は、 申請書・領

収言11三・身ラ濡正明書等 4 点） 

問い合わせ先（資料」送イ寸等） 

雇用促進巾業団 青森雇用促進センター 

青森市長島2丁目10-3 青森フコク生命ピソレ 7F皆

客0177 - 77 - 1234中高年齢受講奨励金担当まて＝ 

〇
市
・
県
民
税

の
申
告
は
お

済

み
で
す
か
。

会
場
を
ご

確
認
の

上
お
い
で

く
だ
さ
い
。
 

平成 7年 3月 1日 6 

社会人研修講座

社会人としての基礎知識が
あなたを輝かせます/

対象0今ボ学校を卒業し、社会人となられるノj

0凱布社会 人として出品;されているノj

日時 3月 8rl (水) fl'riIi 9 II，JJ， ~fF後 4 /1年30分

3 f'J 9刊(木) "1二両i9日ぷ~午後 1/1、予45分

(11二後 2時より地元就職手「激励大会)

会場 五松苑 41併(五所川原山本町33)

定員 5 01'， (定員で締め切り)

受講料 2，000円(テキス 卜、 円食代)

申し込み締め切り 3 J=J 6日(月)伎は料を添えて)

申し込み先 五所川原市岩木町 12

五所川原商工会議所 宮 0173-35 -2121 

主催 五所川原商工会議所 ・仁l'小企業キ11談所

後援 五所川原市勤労背少年ホーム

ユーザー協会五所)11原支部

「軽自動車(四輪車)の名義変更・~
廃車手続きはお早めに l_j

軽自動車の住所変更、1'，義変更、廃車の手続

きはお済みでしょうか?

例年3月は、窓口業務の繁忙期になります。

特に中旬以降は大変混雑し待ち時間も長くな

ります。 それよりは待ち時間 が少ない 3月刊晴j

までに済ませるようにしましょう 。

ス-/'¥ードラッグアサヒ柏庖
増床計画の地元説明会を行います。
日時 平成 7年 3月 9日(木)午後 2時

場所 五所川 原市岩木町 12

産経会館 51>特 大会議室

対象者 五所川 原市内で営業されている、

中小小売業者並びに一般消費者

なら、どなたでもご山町できます。

説明者 有限会社 横 浜ファーマシー

※出席申し込みは不要です。

問い合わせ スーパードラッグアサヒ柏府

松 山まで 宮 0173 -25 -2711 

交通安全は家庭から

交通事故概況(狩引税10
五所川原市交通安全対策協議会

ι i 五所川原響察1富?守内
54 
(- 2) 。
(0) 

70  
(+ 1) 

9 
(+ 3) 

1，4 83  
(+ 1 09) 

( )杯jf両首可ヨ百E。

見てるだろう止まるだろう人に頼るな自分の安全

|平成7年度市・県民税申告相談日程表lrt
県
民
税

の
申

は
お
j斉
み

で
す

か

地/:，()=) IIIIIM 対象|ズ JyX H年/1¥J 十11a炎会おJ

iw1 b 3・1Ik i巳沙r"J 9: 20~ H~)，yI Il J .1ξ'.';'; 

3・2 本 l{'h¥ 15: 00 
二1 三 L ニニ ノ→

1"1 ィ~ン世 ーー

1-.1: 3・3 イ任 型fF]\ ・ ::~:I& ' t/J';III 9: 20~ コミ ーテ | 
3・6 JJ J-I沢 ・松型f4: 、ユーイ

陥 3・7 火 伐)1・N'III 15: 00 センターlHili

3・8 ;k ふ111[，) 119'，品，1111[・小l並l
'1{陥情J[;'新AIII[
-新'/;.，.Wijlll・事IY'I久松
jじ

本; 3・9 イ〈 車lylllJ・柳1111'・栄U1r・
川1111'.八市消・不i!，i.
{lc.錦町・下平)I:III[

3・10ぐを幾ilt森・柏原I!Ir'鎌
仰IIJ・」ツ谷・烏括採

IIIJ!iL(文化
-ドり校・弥生mr. 9: OO~ 
イril訓11'.幾印"T 15: 00 会館大ホー

3・13月 末広111[ . /'.平)1田l'. 
ルliijロビー

中平)1:llIr. 7c1llJ・
旭111]".雛FH・敷μ
UI[・ffi.X鉄

)1' 3・14火 XJ木ur[.芭蕉・束問l
-本I!IT'大同[.IJリ11
-キ字架 ・平和町 'j笹
沼

3・15水 松，C，'jlllr.淡'1，奏一団地

会
場
を

一
骨
笹
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|中高年齢労働者等受講奨励金制度|;

で

さ

@40歳以上に、国が半額応援します。

制度の概要 布職rl'の 中!日{Je齢労働者が、門己

砕発等のためヅ;{1j)j大目指定の通信教育などを受

誹 ・修了した場合、その入手:料や受 講料の 、1'-.制

を助成する制度です。

奨励金受給対象者 (以下の令て に該当i)

(1)受講開始日に、 40歳以 上のIt!i用イ公険被イ米|倹

者(雇用保険力11入者)の方

( 2 )労働大臣折定の通信講胞などを受 講し、修

了した方

( 3 )自分で入学料 ・受 講料をね十I-!したノj

支給対象となる通信講座 |到来事務 ・危険物取

十没者 ・ 行政-.'~: 1::・簿記 ・宅地建物取づ1UT:符 .

建築士 ・il)，'s四 |二・ボイラー技 1:・j以必 1:・社 会

保険労務てl二・旅行業務主任者 ・税耳目 1:・賞状技

法 ・ 衛生符理者 ・ 1 :地家財調杏 L ・ :ì.D: 1~，1施 1 -.竹

山技士など約60積如、 1 ， 400~阿倍があります。

奨励金支給額 入学料 ・受講料の合計額の 、|へ領

(但し、 10万円が限度)を助成します。 '111¥1'1'は
修了口から 1か月以内です。

受給手続き 必要_.r:~類を添えて、米一所または、

郵送してください。 (必要，':':矧は、1/1前 .':.・食i!

収証・身分証明i'-i=等4点)

問い合わせ先 (資料迭付 等)

雇用促進事業問 青森原用促進センター

JF森市長ιぅ2T目10-3占森フコクノi三命ヒツレ 71幣
宮 0177ー 77-1234中高年齢受講奨励令十'l当まで
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みんなの健康教室 
ン日 時 3 月24日（金）午後 1時から

ン場 所 市保健センタ1 3Fホーノレ 

）講 自ill 林 彰 先生（はやし薬局） 

ンテーマ 美しく老いるためのくすり 

あれノこ二れノ

ン主 催 北五医師会・市民保健協議会 

ン
ン

ン
 

日
 
場
講
 

時
 
所
師
 

イ 局月 弥生 

、  市役所 ft35-ユ111 / 

警恐〕する健康相談室へどうぞ 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 はなしのテーマと時間 

馬性集会所 
3月10日 
（金） 

10 : 00---
ii: 30 

コミュニテイ
センター三好 

3月10日 
（金） 

ii:00~ 
12 : 30 

寝たきりにならないため
のコッをみっけましよう 
(11 : 00--il : 30) 

前落集会所 
3月13日 
（月） 

12 : 30- 
14 : 00 

健康体操で心も 
身体も若々しく！ 

(12 : 30-13 : 00) 

姥落集会所 
3月14日 
（火） 

10 : 30- 
12 : 00 

寝たきりにならないため
のコッをみっけましよう 

(10 : 30-11 : 00) 

前田野目 
集会所 

3月14日 
（火） 

12 】 30'- 
13 : 30 

「膝の痛み」 

(12 : 30-13 : 00) 

コミュニテイ
センター七和 

3月15日 
（水） 

ii: 00-- 
12 : 30 

「膝の痛み」 

(12 : 00-12 : 30) 

湊団地集会所 
3月15日 
（水） 

9 : 30- 
12 】 00 

寝たきりにならないため
のコッをみっけましよう 

(10 】 00---i0 : 30) 

松 島 会館 
3月22日 
（水） 

10 】叩へノ 
ii: 30 

俵元農産物 
加工センター 

3月23日 
（木） 

ii: 00- 
12 : 30 

「膝の痛み」 

(12 : 00-42 : 30) 

血 葉 成 分 献 血 
※予糸勺制となっておりますので、希望者は 3月 

24日（金）まて二にご連絡願います。 （内線 269) 

期 	日 時 	踏］ 場 	所 

3月30日 

（木） 

午前10日寺カュら
午後 3時まで 

市保健センター 

1F皆 

7 平成 7年 3月1日 

・満1歳 のび4) 

阿部愛里ちゃん（羽野木沢・実吉） 

母・イ申枝さ人ノ なんでもよく食べ、男の子 

みたいにとても元気です。 このまま健康で、た 

くましくのびのび育ってほしいてHプa。 

移動採血車が来ます 
期 	日 時 	間 場 	 所 

3月13日 

（月） 

午前10時から 
11時30分まで 

コミュニテイセンター 
しきしま（赤十字奉仕 
団五所川原分団協賛） 

午後 0時30分から 
2時30分まで 

（株）東北電力 
五所川原営業所 

午後 3時から 
4時まで 

五所川原 
高等学校敷地内 

3月31日 

（金） 

午前10時から 
11時30分まで 

消防署わき 

午後1時から 
4時まで 

コミュニテイセンター栄 
（赤十字奉仕団 

栄分団協賛） 

―定面積以上の土地の取引
には届出が必要です。 

（契約を結ぶ6週間前までに市町村に届出） 

市街化区」或…2,0O0m A上 

市街化区域を除く都市計画区域 

---5,000n?以上 

都市計画区域以外の区域・・・10, 000n?以上

〇この届出制度は、契約の前に価格と利

用目的の審査を行うものてH一。 

詳しくは、下記へおたずねください。 

市役所企画調整課”35 -2111（内線315) 

県庁企001部地域振興課審査班 

音O177 -22- 1111（内線 2167・2168) 
	ノ 

, 

, 

弥生

市役所宮35-2111

|京協する健康相談室へどうぞI
IlTI俄J;J;}所 IJf.1fぜ月il IJfJ骨)ill年11¥1 はなしのテーマと11，'iJHI 

馬性集会所
3 JIl0 il 10 • OO~ 
(金) 11 .30 

コミユニアイ 3 )J 10 fl 11 • OO~ 
信たきりにならないため

センタ一三好 (金) 12.30 
のコツをみつけまし上う
(11 • OO~ 11 • 30) 

3月13il 12 • 30~ 健成体操で心も
riii r.j 集会所

(月) 14 • 00 身体 も粁々しく 1
(12 • 30~ 13 • 00) 

3刀1411 10 • 30~ 
寝たきりにならないため

姥fcl集会所
(火) 12. 00 

のコツをみつけましIう
(10 • 30~ 11 • 00) 

riiim野口 3刀14il 12 • 30~ 「膝の痛み」
集会所 (火) 13. 30 

(12 • 30~ 13 • 00) 

コミユニアイ 3 JJl5H 11 • OO~ 「膝の焔み」
センタ一 仁平11 (/k) 12. 30 

(1 2 ∞~1 2 • 30) 

3)J 15 I1 9 • 30~ 
住たきりにならないため

1奏|寸|地集会所
(;k) 12.00 

のコツをみつけまし上う
(10 • OO~ 10 • 30) 

松，1;，)会館
3月22H 10 • OO~ 
(ノk) 11 • 30 

lioe農産物 3 JJ 23 il 11 • OO~ 「膝の痛み」
}JIII'，センター (木) 12. 30 

(12 • OO~ 12 • 30) 

血 祭成分献血|
※ 了イ:勺;Ijllとなってお りますので、私一己'tU干は 3Jl 

24 fl (令 )までにご辿 絡腕Q¥;、ます。 (内線 269)

11.'1' !日1I場 r!Jr 
-"1 :liiilOIlすから Irli似イ主主センター

午後 311c'fまで ]1併

|みんなの健康教室|
じ>日 日寺 3 ) 124 i1 (く絞) "1 :f& 1 Ik'i'カ当ら

b場 所 rlT保健センタ- 3Fホーノレ

b講師 林彰先ノI~， (はや し柴}"j)

bテーマ 美 しく老いるためのくす り

あオしこオ1.，

じ〉主催 」ヒn~医!'lI1í会 ・ rIi L¥;保健 協議会

7 平成7if3IJlII

I ~f/)á dE鋤・満1歳

.__.;./ 

「
阿部愛里ちゃん (羽野木沢・実吉)

母・伸枝さん なんでもよく 食 べ 、男の子

みたい に とて も兄気です 。 このまま健康で 、 た

くま しくのびのび育 ってほしいです ね 。

E涯魂国iii~覇~蓮華~-

WI 日 H年 fl~ 場 所

!I二liii10lL'iから コミューアイセンター

11時30分まで しきしま(赤十H字W奉~t仕1') 
3)J 13 f~ 

FH五所川原分F

!r後 011寺30分分から (株)東北屯力
() 1 ) 21時30 まで 五所川原、営業所

午後3日、?から 五所川原
4時まで 高等学校敷地内

!r前1011年から
消防将わき

3)13lfl 11時30分まで

(金) 午後 111手から
コミュニティセンタ一栄
(赤 1-'ド奉仕ト1'1

411年まで
栄分同協t1'l

一定面積以上の土地の取引
には届出が必要です。

(契約を結ぶ6週間前までに市町村に届出)

r I î r.幸子イヒ~ J或 2，000nイ以上

rli街化l天域 をl徐 く1fllriヲ計画区域

5，000n-1'ιよーと

行11r I j ，;十戸町12(J或ι人タトσコ1>(1或 10，000n1ιJ，l: 
O この日 IHfljll度は、契約の前 に価 格 と利

m n((Jの寺存在を行 うものです 。

洋 しくは、下記へ おたずねくださ い。

rli役所企阿調轄課宮 35-2111 (内線315)

山庁企阿部地域振興課審査玉JE

宮 0177-22 -1111 (内線 2167・2168)



救援物資等の輸送にご協力を 

阪神大震災て津申Fゴを中心に道路の通

行の禁止・制限をしています。被災者

救援物資や、災害復旧資市オの搬入をス

ムーズに行うため、被災土也への一般車

両の乗り入れはご遠慮ください。 

・
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重度心身障害者医療費・母子 
家庭医療費・乳幼児医療費の 

入院時食事療養費の助成について 

健康保険法等の改止により、新たに創設

された「入院時食事療養費」の定額の一部

負担額（標準負担額）について、医療費同

様に、10月1日に遡及し助成の対象とする

ことになりました。 

つきましては、各制度受給者で入院時食

事療養費の負担をされた方は、各担当課備

え付けの申請書類により手続きをとってく

ださい。 

お問い合わせは、各担当課へ 

0重度心身障害者医療費 

福祉事務所福祉課福祉係 内線 371 ~ 

0母子家庭医療費 

福祉事務所福祉課児童係 内線 243 

〇乳幼児医療費 

国保年金課 保険給付係 内線 263 
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今春高校を卒業のみなさん 

地元就職者激励大会へ 
参加しよう！ 

津軽グルメコーナー、力ラオケ、 
ラッキー抽選会、他に、もっとあるよ。 

日時 3月 9 日（木）午後 2時～午後 411寺 

場所 五所川原市本βI丁33 玉」公苑 

内容 激励のことば・津軽グルメコーナー・ 

カラオケのど自慢・ラッキー抽選会 他 

参加料 無 料 

申し込み及び問い合わせ先 

五所川原地区雇用対策協議会 

五所川原市字敷島町37 - 7 

雪35 - 2570（担当・成田） 

※参加生徒全員に記念品もあります。 

主催 五所川原地区雇用対策協議会 

後援 五 所 川 原 市 

オルテンシア（ふるさと交流圏民センター） 

催物ご案内〈 3 月 6日～ 3 月21日〉 

C大ホール〉 

日
  

曜
  

催 	 物 開 演 入場料 

8
  

水
  

改正雇用保険法説明会 13 : 00 無 	料 

19 口
H
  

チャリテイー発表会 
（津軽三味線滝栄会） 

9 : 30 
500円

当日800円 

〈小ホール〉 

口
H
  

曜
  

催 	 物 開 演 入場料 

[
I
 

 
火
  

平成 6年度マイスタ一ゼミナール 13 】 00 無 	料 

11 土
  

演劇集団「これっきり」公演 13 : 00 無 	料 

12 口
H
  

ラジコンレース 9 : 00 無 	料 

17 金
  

青年会議所3月定例会 18 : 00 無 	料 

19 口
H
  

きよみ愛育園おゆうぎ発表会 9 : 30 無 	料 

21 火
  

ジャズコンサート 18 : 30 
2,500円

当日2,800円 

発行五所川原市役所ノ編集総務課 〒037 五所川原市字岩木町12番地容代35-2111番 平成7弁 3月 1日 8 

    

重度心身障害者医療費・母子
家庭医療費・乳幼児医療費の
入院時食事療養費の助成について

健康保険法等の改正により、新たに創設

された「入院時食事療養費」の定額の一部

負担額(標準負担額)について、医療費同

様に、 10月1日に遡及し助成の対象とする

ことになりました。

つきましては、各制度受給者で入院時食

事療養費の負担をされた方は、各担当課備

え付けの申請書類により手続きをとってく

ださい。

お問い合わせは、各担当課へ

0重度心身障害者医療費

福祉事務所福祉課福祉係内線 371

0母子家庭医療費

福祉事務所福祉課児童係内線 243

0乳幼児医療費

国保年金謀保険給付係 内線 263

E辺見沼筆宣JI諦iヨ同司概iJ~
阪神大震災で神戸を中心に道路の通

行の禁止 ・制限をしています。被災者

救援物資や、災害復旧資材 の搬入をス

ムーズに行うため、被災地への一般車

両の乗り入れはご遠慮ください。

今春高校を卒業のみなさん

地元就職者激励大会ヘ
参加しよう f

津軽グルメコーナー、カラオケ、
ラッキー抽選会、他に、ちっとあるよ。

日時 3月 9日(木)午後 2時~午後 411寺

場所 五所川原市本11If33 五松苑

内容 激励のことば・津軽グルメコーナー・

カラオケのど自慢・ラッキー抽選会 他

参加料 無料

申し込み及び問い合わせ先

五所川 原 地 区雇用対策協議会

五所川原市字放品111丁37-7 

宮 35-2570 (担当 ・成 1]1) 

※参加l生徒全員に記念品もあります。

主催 ヨ王所川 原 地 区雇用対策協議会

後援 五所 川 原市

「オルテンシア (ふるさと交流圏民センター)寸

」一催物ご案内<3 月 6 日 ~ 3 月 21 日) _j
〈大ホール〉

催 物

改正ー雇用保険法説明会

191 Fl Iチャリティ一発表会
(津軽三味線滝栄会)

〈小ホール 〉

fl IIIIcl イ佳 物 |剃江ir 入場料

7 火 平成6年度マイスターゼミナール 13 : 00 担E 中↓

11 J: 演劇集[，Ijrこれっきり」公演 13， 00 4Hf 半、ト

12 円 ラジコンレース 9 : 00 担E 料

17 金 8"1"会議所3月定例会 18: 00 担E *'1 

19 円 きよみ愛ffI材おゅうぎ発表会 9 : 30 組E 半、十

21 火 ジャズコンサート 18: 30 
2，5001'1 
吋fI2，8001'1
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